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１．実施内容

①第2回異分野融合若手研究者

②2024年9月28日

③島内外の大学や企業の方に参加いただき、研究会を実施した。
詳細なタイムスケジュールは右の通り。
参加者数及び、内訳は以下の通り。

●参加者数：95名
（学生74名、教員等9名（13校）※甲南大学含
企業12名（7社））

【内訳】
・口頭発表：21件
・ポスター発表：41件
・企業ブース出展：7件（社）

昼食時にはお弁当を参加者に無料配布（当該補助金の範囲外）、
座席をランダムに振り分けることで若手研究者同士の交流を行い
やすい環境を作った。さらに、ポスター発表とは別個に自由討論の
時間を設けることで交流の活発化も図った。 1
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来年度以降の参加者を増やすための広報材料をつくるために研究会の風景をカメラマンに撮影していただいた。
現在、異分野融合若手研究者の会HPと大学HPにて公開しており、今後はSNSでの発信も検討している。

ポスター発表の様子

参加者全員の集合写真

撮影：Yoshinori Nakata

口頭発表の様子
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https://konan-ibunya-wakate.vercel.app/
https://www.konan-u.ac.jp/front/challenging-research-program-for-next-generation-researchers
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先述のように開催後に来年度以降の参加者を増やすため、HPを整備した。

https://konan-ibunya-wakate.vercel.app/

これまでの研究会の報告だけでなく、

次回の募集や案内は順次このHPから発信する。

１．実施内容

実行委員のメンバー
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https://konan-ibunya-wakate.vercel.app/
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2.効果測定の結果概要と次年度以降の活動に向けた検証結果
第2回異分野融合若手研究者の会の実施結果を総括し、参加者・企業ブース出展社へのアンケート結果をもとに、

今後の課題と改善点を整理した。

●研究会参加の準備のしやすさ：64.3%が満足と回答。
→要旨作成の負担軽減や早期の発表形式通知が求められる。

●飲食の提供：89.3%が満足と回答。
→飲み物の選択肢や昼食の充実度が好評。

●発表の内容・時間配分：78.6%が満足と回答。
→ポスター発表の時間拡充、異分野間での理解を促進する
工夫が必要。

●企業展示の評価：64.3%が満足と回答。
→企業ブース訪問時間の確保と会場レイアウトの工夫が求めら
れる。

●研究会の総合評価：71.5%が満足。

●学生の雰囲気：100%が良好と評価。

●企業ブース訪問数：57.1%が想定通り。
→発表時間と企業訪問時間のバランス調整が課題。

●人材発掘：42.9%が適した学生と出会えたと回答。
→訪問時間を適切に確保することで改善の余地あり。

(1) 参加者アンケート結果 (2) 企業ブース出展社アンケート結果
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2.効果測定の結果概要と次年度以降の活動に向けた検証結果

今後の課題と改善点

●参加登録の容易化
→ホームページの開設、過去の実績公開で新規参加者を増やす。

●発表時間の最適化
→ポスター発表の時間を拡充し、異分野間の交流を促進。

●企業ブース訪問の改善
→発表と企業ブース訪問の時間配分を調整し、交流機会を増やす。

●情報発信の強化
→参加者への事前通知を徹底し、準備の負担を軽減。

本研究会は若手研究者の交流と異分野融合を目的としており、参加者の満足度向上と双方向の意見交換を促進する
ことが次回開催に向けた重要な課題となる。以上の点を踏まえ、今後の運営改善を進めていく。
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